
管
理
研
究
部
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
と
い
う
観
点
か
ら
2
0
2

0
年
（
令
和
2
年
）
5
月　
28

日
に
、
東
京
都
計
量
協
会
内

で
書
面
表
決
に
よ
り
2
0
2

0
年
度
（
令
和
2
年
度
）
定

時
総
会
を
開
催
し
た
。

【
議
題
】
▽
2
0
1
9
年
度

（
平
成　

年
度
）
事
業
報
告

31

▽
2
0
1
9
年
度
（
平
成　
31

年
度
）
収
支
決
算
報
告
▽
監

査
報
告
▽
2
0
2
0
年
度

（
令
和
2
年
度
）
事
業
計
画

▽
2
0
2
0
年
度
（
令
和
2

年
度
）
収
支
予
算
▽
新
役
員

の
選
任

　

2
0
1
9
年
度
（
平
成
3

1
年
度
）
事
業
報
告
と
収
支

決
算
報
告
は
、
2
大
事
業
で

あ
る
適
正
計
量
管
理
主
任
者

養
成
講
習
会
（
生
産
・
流
通
）

と
計
量
管
理
強
調
月
間
「
標

語
」
の
選
出
お
よ
び
短
冊
の

作
成
・
配
布
を
含
む
全
事
業

が
計
画
通
り
の
進
行
で
あ
っ

た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

■
2
0
2
0
年
度
（
令
和
2

年
度
）
上
半
期
の
事
業
内
容

▽
4
月　

日　

＝
第
1
回
運

10

（金）

営
会
議
：
開
催
中
止
▽
5
月

　

日　

＝
2
0
2
0
年
度
定

28

（木）

時
総
会
：
書
面
表
決
で
開
催

▽
6
月　

日　

＝
第
2
回
運

19

（金）

営
会
議
：
電
子
メ
ー
ル
形
式

で
開
催
予
定
▽
9
月　

日　
18

（金）

＝
第
3
回
運
営
会
議
開
催
予

定
▽
9
月
以
降
＝
適
正
計
量

管
理
主
任
者
養
成
講
習
会（
生

産
関
係
）：
開
催
検
討
中

　

出
前
計
量
教
室
は
、
小
学

校
児
童
に
対
す
る
計
量
制
度

の
普
及
啓
発
と
計
量
関
係
の

教
育
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
と
し

て
、
計
量
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

の
計
量
士
（
東
京
計
量
士
会

所
属
）
が
小
学
校
へ
出
向
い

て
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
こ

の
教
室
で
は
、座
学
で
の「
は

か
る
こ
と
」
に
つ
い
て
の
解

説
と
簡
単
な
計
量
器
の
工
作

等
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

対
象
校
は
都
内
公
立
小
学

校
で
、
東
京
都
教
育
庁
を
通

じ
募
集
し
て
い
る
。
東
京
都

計
量
検
定
所
を
主
体
に
、
東

京
都
計
量
協
会
、
東
京
計
量

士
会
、
計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
協
会
、
日
本
硝
子
計
量

器
工
業
協
同
組
合
の
4
者
が

協
力
支
援
し
て
実
施
し
て
い

る
。

　

授
業
は
、
①
「
い
ろ
ん
な

温
度
を
は
か
ろ

う
」（
寒
暖
計
の

工
作
と
温
度
測

定
体
験
）、
②
「
棒

は
か
り
を
つ
く

ろ
う
」（
は
か
り

の
工
作
及
び
質

量
測
定
体
験
）、

③
「
単
位
計
量
の

話
」（
1
メ
ー
ト

ル
の
起
源
な
ど

を
中
心
と
し
た
単
位
の
歴
史

や
雑
学
な
ど
の
お
話
し
）、

④
「
売
っ
て
い
る
物
の
重

さ
調
べ
」（
商
品
内
容
量
の

考
え
と
そ
の
計
量
方
法
の

お
話
し
）
の
4
種
類
を
実

施
し
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
、　

校　

ク

13

21

ラ
ス（
6
学
年　

ク
ラ
ス
、

12

5
学
年
3
ク
ラ
ス
、
4
学

年
6
ク
ラ
ス
の
計
8
3
0

名
）
で
実
施
し
た
。

　

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

協
会
は
、
令
和
2
年
度
の
定

時
総
会
に
つ
い
て
新
型
感
染

症
の
予
防
対
策
の
一
環
と
し

て
毎
年
実
施
し
て
い
る
形
式

で
の
総
会
を
見
送
っ
た
。

　

今
回
は
、
必
要
最
小
限
の

理
事
・
監
事
の
出
席
の
も
と

3
密
と
な
る
環
境
を
避
け
総

会
を
実
施
し
た
。
会
員
各
位

に
は
、
事
前
に
総
会
議
案
書

及
び
議
決
権
行
使
書
を
配
布

し
、
各
議
案
の
評
決
を
書
面

に
て
提
出
を
お
願
い
し
た
。

　

当
日
、
産
業
技
術
総
合
研

究
所
の
臼
田
孝
氏
を
講
師
に

招
い
て
講
演
会
を
計
画
し
て

い
た
が
、
中
止
と
し
た
。
同

じ
く
会
員
相
互
の
情
報
交
換

を
目
的
に
し
た
懇
親
会
も
中

止
と
し
た
。
新
型
感
染
症
の

広
が
り
で
、
各
計
量
関
連
団

体
の
総
会
や
行
事
が
軒
並
み

中
止
、
延
期
と
な
る
中
、
同

会
と
し
て
も
苦
渋
の
決
断
と

な
っ
た
。

　

臼
田
氏
の
講
演
会
は
、
い

ず
れ
新
型
感
染
症
の
感
染
が

下
火
に
な
り
従
前
の
生
活
や

経
済
活
動
が
戻
っ
た
こ
ろ
に

改
め
て
企
画
す
る
。

　

な
お
、
総
会
は
理
事
・
監

事
の
出
席
で
以
下
の
日
程
で

開
催
し
た
。（
会
員
各
位
の
出

席
は
必
要
な
い
と
し
て
、
議

決
権
行
使
書
で
の
書
面
票
決

の
も
と
で
開
催
し
た
）

■
令
和
2
年
度
定
時
総
会

【
日
時
】
2
0
2
0
年
（
令

和
2
年
）
6
月　

日
、
午
後

26

4
時
か
ら

【
会
場
】
日
本
計
量
会
館
3

階
小
会
議
室

【
総
会
議
案
】
第
1
号
議

案
：
令
和
元
年
度
事
報
告
／

承
認
の
件
、
第
2
号
議
案
：

令
和
元
年
度
収
支
決
算
報
告

／
承
認
の
件
、
第
3
号
議

案
：
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

の
改
選

　

東
京
都
計
量
検
定
所
は
、

消
費
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
食
料
品
を
中
心
と

し
て
、
小
売
店
な
ど
で
販
売

し
て
い
る
商
品
が
正
し
く
量

ら
れ
表
示
さ
れ
て
い
る
か
、

商
品
量
目
の
立
入
検
査
を
実

施
し
て
い
る
。
特
に
、
商
品

流
通
が
多
く
な
る
夏
期
及
び

年
末
期
に
向
け
て
は
、
集
中

的
に
検
査
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。

　

今
年
は
、
世
界
規
模
の
流

行
を
み
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
急
速
な
拡
大

を
踏
ま
え
、
4
月
7
日
に
7

活
渇

潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

　

東
京
都
計
量
協
会
は
、
6

月　

日
に
2
0
2
0
年
度

10
（
令
和
2
年
度
）
定
時
総
会

を
開
催
し
た
。

　

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
の
た

め
、
議
決
権
行
使
書
を
利
用

し
最
低
限
の

人
数
で
の
開

催
と
し
た
。

　

議
題
は
、

2
0
1
9
年

度
（
令
和
元

年
度
）
事
業

報
告
、
同
収

支
決
算
報
告

書
及
び
理
事

の
一
部
改
選

（
3
名
）、2

0
2
0
年
度

（
令
和
2
年

度
）
事
業
計

画
及
び
同
収

支
予
算
書
の

2
0
2
0
年
度
定
時
総
会

開
催
、最
低
限
の
人
数
で

都計協

報
告
が
あ
っ
た
。

　

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

通
常
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン

No.273

ト
が
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

る
が
、
通
年
ど
お
り
の
事
業

内
容
に
つ
い
て
開
催
準
備
は

お
こ
な
っ
て
い
く
こ
と
を
報

告
し
た
。
た
だ
し
、
状
況
に

よ
り
規
模
の
縮
小
、
中
止
す

る
場
合
も
あ
る
。
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東
京
計
量
士
会

■
令
和
2
年
度
定
時
総
会
中

止
に
伴
う
書
面
表
決

　

2
0
2
0
年
度
（
令
和
2

年
度
）
東
京
計
量
士
会
定
時

総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
定
時
総
会
を
中
止

し
、書
面
表
決
を
実
施
し
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
、
第
1

号
議
案
（
2
0
1
9
年
度
事

業
報
告
）、
第
2
号
議
案
（
2

0
1
9
年
度
収
支
決
算
報

告
）、
第
3
号
議
案
（
令
和
2

年
度
事
業
計
画
）
及
び
第
4

号
議
案
（
令
和
2
年
度
収
支

予
算
）
の
4
つ
の
議
案
。

　

本
年
度
の
事
業
計
画
は
、

次
の
と
お
り
「
7
つ
の
柱
」

で
構
成
し
た
。

1
、
会
務
組
織
・
施
策
等
の

検
討
、
強
化

　

会
員
の
加
入
促
進
、
財
政

（1）の
確
立
、
各
部
会
の
充
実
強

化

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
、

（2）充
実
強
化

　

計
量
士
の
力
量
向
上
に
資

（3）す
る
施
策
の
研
究
、
検
討
等

2
、
研
修
会
等
の
開
催
、
協

力
事
業
の
参
加

　

計
量
技
術
研
修
会
、
優
良

（1）事
業
所
・
計
量
施
設
等
研
修

見
学
会
の
開
催

　

計
量
法
の
調
査
、
法
令
説

（2）明
会
・
研
修
会
の
開
催
等

3
、検
査
事
業
の
運
営
強
化
、

推
進

　

計
量
管
理
受
託
事
業
と
検

（1）査
校
正
事
業
の
拡
充
強
化

　

検
査
校
正
事
業
実
務
担
当

（2）者
の
育
成
、
教
育
、
指
導
等

4
、
情
報
交
換
・
提
供
に
関

す
る
事
業

　

会
員
相
互
の
情
報
交
換
会

（1）等
の
開
催
、
各
種
情
報
等
の

提
供

　

「
東
京
計
量
士
会
会
報
」

（2）の
発
行
、」
配
布
等

5
、
関
係
行
政
機
関
・
団
体

等
と
の
協
力
事
業

　

計
量
記
念
日
事
業
及
び
出

（1）前
計
量
教
室
の
協
力
、
参
加

　

関
係
行
政
機
関
・
団
体
の

（2）諸
事
業
、
委
員
会
活
動
等
へ

の
協
力

　

関
東
甲
信
越
地
区
計
量
団

（3）体
協
議
会
、
全
国
計
量
士
大

会
へ
の
積
極
的
参
加
等

6
、
顕
彰
に
関
す
る
事
業

　

計
量
関
係
功
労
者
の
表
彰

（1）
　

団
体
等
へ
表
彰
候
補
者
の

（2）推
進
等

7
、
そ
の
他

日
本
硝
子
計
量
器

工
業
協
同
組
合

2
0
2
0
年
4
月
▽　

日
＝

10

理
事
会
中
止

▽　

日
＝
組
合
会
計
監
査

30

5
月
▽
8
日
＝
理
事
会
中
止

▽　

日
＝
日
本
計
量
機
器
工

21
業
連
合
会
総
会
、
委
任
状
出

席▽　

日
＝
日
本
計
量
振
興
協

28
会
総
会
、
委
任
状
出
席

▽　

日
＝
第　

回
通
常
総
会

31

69

（
書
面
表
決
）

都
計
協
計
量
管

理
研
究
部
会

■
2
0
2
0
年
度
（
令
和
2

年
度
）
定
時
総
会
を
書
面
表

決
で
開
催

　

東
京
都
計
量
協
会
の
計
量

都
府
県
に
対
し
て
発
令
さ
れ

た
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、

当
検
定
所
に
お
い
て
も
、
原

則
、
検
定
・
検
査
業
務
を
休

止
し
た
。

　

5
月　

日
に
全
国
的
な
緊

25

急
事
態
宣
言
解
除
を
受
け
、

部
会
・
団
体

だ
よ
り

出前教室のようす

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

令
和
2
年
度
定
時
総

会
特
別
講
演
会
中
止

定
時
総
会
は
、6
月　

日
開
催

26

社
会
経
済
活
動
の
段
階
的
な

制
限
緩
和
が
図
ら
れ
て
い
る

が
、
都
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
等
食
品
販
売
事
業
者

に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
感

染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、

共
用
部
に
お
け
る
定
期
的
な

消
毒
作
業
、
来
店
客
へ
の
入

場
規
制
や
制
限
を
継
続
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑

み
、
当
検
定
所
は
、
接
触
機

東
京
都
計
量
検
定
所

夏
期
の
商
品
量
目
立

入
検
査
は
中
止

会
低
減
の
観
点
か
ら
、
当
初

6
月
1
日
か
ら
7
月
8
日
ま

で
実
施
予
定
と
し
て
い
た
夏

期
商
品
量
目
立
入
検
査
を
中

止
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

今
後
は
、
感
染
防
止
対
策

と
し
て
検
査
員
の
検
温
や
マ

ス
ク
・
消
毒
・
手
洗
い
他
衛

生
面
の
徹
底
な
ど
検
査
体
制

を
構
築
し
、
年
末
期
の
量
目

立
入
検
査
実
施
に
向
け
準
備

し
て
い
く
。

　

新
た
な
生
活
ス
タ
イ
ル
へ

の
適
合
が
求
め
ら
れ
る
な
ど

生
活
環
境
が
大
き
く
様
変
わ

り
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、計
量

制
度
の
適
正
な
適
用
は
都
民

生
活
を
守
り
経
済
や
文
化
の

向
上
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

東
京
都
計
量
検
定
所
は
、暮
ら

毎
日
更
新

毎
日
更
新
！！

今
日
の『
計
量

計
測
デ
ー
タ

バ
ン
ク
』

し
に
か
か
わ
る
計
量
が
適
正

に
保
た
れ
て
い
る
か
、引
き
続

き
監
視
に
努
め
て
い
く
。

東
京
都
計
量
検
定
所

出
前
計
量
教
室
を
実
施
中

4
団
体
の
協
力
支
援
得
て

（
⑧
面
へ
つ
づ
く
）
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お
知
ら
せ
と
お
願
い

　

こ
の「
特
集
・
と
う
き
ょ
う

の
計
量
」は
隔
月（
偶
数
月
）に

発
行
し
、東
京
都
計
量
協
会
の

会
報
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

全
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま

す
。会
員
皆
様
の
ご
投
稿
・
ご

意
見
・
ご
質
問
の
ほ
か
、
各

部
会
等
の
動
き
な
ど
是
非
お

寄
せ
下
さ
る
よ
う
、
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
編
集
委
員
（　

音
順
）】
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▽
石
井
康
二
▽
伊
藤
信
男
▽

高
田
慎
吾
▽
高
松
宏
之
▽
竹

内
芳
和
▽
竹
添
雅
雄
▽
田
中

正
憲
▽
奈
良
広
一
▽
山
本
研

一
▽
横
山
守
二
▽
吉
田
勝

（
一
社
）
東
京
都
計
量
協
会

緯

0
3
―
6
6
6
6
―

8
9
6
0

適
合
性
評
価
結
果
の

受
け
入
れ
と
O
I
M

L－

C
S
制
度

　

前
回
ま
で
2
回
に
わ
た
っ

て
、
I
E
C
（
国
際
電
気
標

準
会
議
、In

tern
ation

a

lE
lectrotech

n
icalC

om
m
ission

）
内
の
電
気

機
器
・
部
品
適
合
性
試
験
認

証
制
度
（
I
E
C
E
E
0
2

－

2
）
の
枠
組
み
で
進
め
ら

れ
て
い
る
、
型
式
承
認
に
基

づ
く
C
B
ス
キ
ー
ム
を
取
り

上
げ
た
。
C
B
ス
キ
ー
ム
を

一
口
で
言
え
ば
、
C
B
証
明

書
発
行
を
認
め
ら
れ
た
認
証

機
関
（
N
C
B
）
が
発
行
す

る
C
B
証
明
書
を
各
国
の
規

制
に
係
る
認
証
機
関
が
受
け

入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
電
気

機
器
・
部
品
の
試
験
結
果
を

国
境
を
越
え
て
利
用
可
能
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
は
本
紙
の
読
者
の
計

量
の
分
野
の
方
に
と
っ
て
、

む
し
ろ
も
っ
と
な
じ
み
の
深

い
法
定
計
量
の
分
野
で
の
同

様
の
国
際
的
な
枠
組
み
を
紹

介
し
た
い
。
法
定
計
量
は
、

市
民
生
活
上
の
商
取
引
に
用

い
ら
れ
る
計
量
器
（
特
定
計

量
器
と
呼
ば
れ
る
）
の
信
頼

性
を
確
保
す
る
た
め
国
家
が

法
律
に
基
づ
い
て
規
制
す
る

枠
組
み
で
あ
る
。
国
情
に

よ
っ
て
ど
の
計
量
器
を
規
制

す
る
か
は
異
な
り
、
日
本
で

は
つ
い
最
近
の
平
成　

年
に

29

自
動
は
か
り
が
特
定
計
量
器

に
追
加
さ
れ
た
。欧
州
で
は
、

以
前
か
ら
非
自
動
・
自
動
は

か
り
の
区
別
な
く
、
規
制
の

対
象
と
な
っ
て
い
た
た
め
、

海
外
に
自
動
は
か
り
を
輸
出

す
る
国
内
の
製
造
事
業
者
に

と
っ
て
、
国
内
外
で
同
じ
技

術
基
準
で
製
造
を
行
い
、
国

際
的
に
打
っ
て
出
た
い
と
い

う
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ

た
ろ
う
と
推
察
す
る
。

　

計
量
器
に
つ
い
て
の
国
際

的
な
枠
組
み
の
基
本
と
な
る

条
約
は
O
I
M
L
条
約
（
国

際
法
定
計
量
機
関
を
設
立
す

る
条
約
）
で
あ
る
。
O
I
M

L 
は
国
際
法
定
計
量
機
関

と
呼
ば
れ
る
機
関
で
、
計
量

器
の
技
術
基
準
及
び
試
験
や

検
査
の
方
法
を
国
際
的
に
調

和
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
国

際
勧
告
（recom

m
en
da

tion

と
呼
ば
れ
、
計
量
器
ご

と
に
個
別
に
要
求
事
項
が
発

行
さ
れ
て
い
る
）
な
ど
を
策

定
、
発
行
し
て
い
る
。
O
I

M
L
条
約
加
盟
国
は
国
内
の

法
定
計
量
の
法
規
な
ど
に
勧

告
の
内
容
を
取
り
入
れ
る
道

義
的
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

り
、
日
本
は
1
9
6
1
年
に

加
盟
し
た
。
次
に
今
回
の
話

題
に
関
連
す
る
年
表
を
示
し

た
。

■
関
連
年
表

1
9
5
5
：
O
I
M
L
条
約

締
結

1
9
6
1
：
日
本
O
I
M
L

条
約
加
盟

1
9
8
5
：
C
E
E
（
そ
の

当
時
）
の
ス
キ
ー
ム
が
I
E

C
に
統
合

1
9
9
1
：
O
I
M
L
証
明

書
制
度
（
任
意
の
制
度
）

1
9
9
5
：
W
T
O
―
T
B

T
協
定
発
効

2
0
0
6
：
M
A
A
（
型
式

評
価
国
際
相
互
受
入
れ
取
決

め
の
枠
組
み
）
制
度
の
発
足

2
0
1
6
：
全
特
定
計
量
器

の
技
術
基
準
の
J
I
S
化
完

了2
0
1
7
：
自
動
は
か
り
を

特
定
計
量
器
に
追
加

2
0
1
8
：
O
I
M
L 
証

明
書
制
度
（
O
I
M
L
―
C

S
：O

IM
L
C
ertificat

ion
S
y
stem

）
の
発
足

　

特
に
最
近
で
は
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
法
定
計

量
に
用
い
ら
れ
る
計
量
器
に

つ
い
て
も
、
そ
の
構
造
や
検

査
方
法
、
許
容
誤
差
な
ど
の

規
格
を
国
際
的
に
定
め
る
だ

け
で
は
な
く
、
あ
る
国
で
合

格
と
な
っ
た
計
量
器
を
他
の

国
で
も
受
け
入
れ
る
よ
う
な

枠
組
み
が
発
足
し
て
い
る
。

法
定
計
量
の
分
野
で
は
2
0

0
6
年
か
ら
は
M
A
A
（M

u
tu
alA
ccep

tan
ce
A

rran
g
e
m
e
n
t

：
計
量
器

の
型
式
評
価
に
お
け
る
国
際

相
互
受
入
制
度
）
制
度
が
開

始
さ
れ
、
つ
い
最
近
の
2
0

1
8
年
度
か
ら
は
O
I
M
L

―
C
S
（
O
I
M
L
証
明
書

制
度
）
制
度
が
M
A
A
制
度

に
置
き
換
わ
る
形
で
発
足
し

て
い
る
。

　

前
回
ま
で
の
C
B
ス
キ
ー

ム
と
似
せ
て
そ
の
プ
ロ
セ
ス

を
書
い
て
み
る
と
図
1
の
よ

う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の

制
度
に
は
C
B
ス
キ
ー
ム
と

の
類
似
性
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
に
、
読
者
は
気
が
付
か

れ
た
だ
ろ
う
。
同
図
で
は

個
々
の
計
量
器
を
日
本
の
国

内
市
場
に
投
入
す
る
た
め
に

必
要
な
検
定
の
プ
ロ
セ
ス
を

加
え
て
い
る
。

　

ま
ず
、
製
品
（
こ
こ
で
は

計
量
器
）
は
大
量
生
産
さ
れ

る
こ
と
を
前
提
に
、
製
品
の

供
給
者
は
申
請
に
際
し
て
代

表
的
な
サ
ン
プ
ル
を
製
品
認

証
機
関
に
送
る
と
、
認
証
機

関
は
試
験
し
て
O
I
M
L
証

明
書
を
発
行
す
る
。
製
品
の

供
給
者
は
こ
の
O
I
M
L
認

証
書
を
輸
出
し
た
い
国
の
受

け
入
れ
機
関
に
提
出
し
、
受

け
入
れ
機
関
は
そ
の
国
内
で

の
規
制
に
対
し
て
合
格
で
あ

る
と
の
承
認
（
日
本
な
ら
型

式
の
承
認
）
を
与
え
る
。

　

国
内
で
は
、
電
気
機
器
の

安
全
性
に
お
い
て
も
、
法
定

計
量
に
お
い
て
も
最
終
的
に

は
国
内
法
に
よ
り
規
制
が
な

さ
れ
る
。
共
通
な
狙
い
と
し

て
は
、
国
境
を
ま
た
ぐ
た
び

に
製
品
を
各
国
ご
と
に
試
験

を
す
る
無
駄
を
省
き
、
あ
る

国
で
適
合
し
て
い
れ
ば
別
の

国
で
そ
の
結
果
を
受
け
入
れ

て
国
内
の
規
制
に
対
す
る
合

格
を
出
す
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
実
現
す
る
点
で
あ
る
。

二
種
の
枠
組
み
の
比
較
表
を

表
1
に
示
し
た
。

　

筆
者
は　

年
程
度
前
に
O

10

I
M
L
―
C
S
制
度
の
前
身

で
あ
る
M
A
A
制
度
に
関
し

て
国
立
研
究
開
発
法
人
産
業

技
術
総
合
研
究
所
（
以
下
産

総
研
）
の
職
員
の
立
場
で
議

論
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が

あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

の
参
加
者
が
様
々
な
局
面
で

の
細
か
い
取
り
決
め
に
つ
い

て
議
論
す
る
と
き
に
、
C
B

ス
キ
ー
ム
で
は
ど
う
や
っ
て

い
る
か
を
参
考
に
し
て
い
る

の
を
垣
間
見
た
。
結
局
M
A

A
制
度
は
ご
く
限
ら
れ
た
計

量
器
の
み
に
し
か
適
用
さ
れ

ず
、
O
I
M
L
―
C
S
に
移

行
し
た
が
、
図
2
は
今
ま
で

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価
（18）

長
野
計

長
野
計
器器

技
術
顧

技
術
顧
問問

奈
良
広

奈
良
広
一一

の
M
A
A
証
明
書
の
各
国
の

発
行
機
関
に
よ
る
発
行
件
数

で
あ
る
。

　

日
本
で
は
産
総
研
の
計
量

標
準
セ
ン
タ
ー
が
非
自
動
は

か
り
や
ロ
ー
ド
セ
ル
に
つ
い

て
O
I
M
L
―
M
A
A
証
明

書
を
発
行
し
て
い
た
。
見
て

の
と
お
り
全
発
行
件
数
の
約

7
割
が
オ
ラ
ン
ダ
の
N
M
i

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
圧
倒

的
な
発
行
件
数
で
あ
る
。

　

M
A
A
制
度
に
と
っ
て
か

わ
っ
た
O
I
M
L
―
C
S
は

ま
だ
始
ま
っ
て
間
も
な
い
。

そ
の
枠
組
み
に
は
M
A
A
制

度
の
発
展
的
解
消
で
あ
る
ス

キ
ー
ム
A
と
そ
れ
以
外
の
ス

キ
ー
ム
B
が
あ
り
、
ス
キ
ー

ム
A
で
は
す
で
に
M
A
A
制

度
の
時
代
か
ら
発
行
さ
れ
て

い
た
ロ
ー
ド
セ
ル
、
非
自
動

は
か
り
、
水
道
メ
ー
タ
ー
に

加
え
自
動
は
か
り
な
ど
の
別

の
規
格
へ
の
発
行
も
始
ま
っ

て
い
る
。
こ
の
O
I
M
L
―

C
S
に
お
い
て
も
オ
ラ
ン
ダ

の
N
M
i
は
ス
キ
ー
ム
A
の

枠
組
み
で
の
発
行
が
認
め
ら

れ
た
す
べ
て
の
計
量
器
に
関

し
て
の
認
証
を
可
能
と
し
、

こ
れ
か
ら
も
発
行
し
続
け
る

こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　

ス
キ
ー
ム
A
の
O
I
M
L

―
C
S
の
証
明
書
を
発
行
す

る
に
は
、
表
1
に
あ
る
よ
う

に
試
験
に
関
し
て
は
I
L
A

C
―
M
R
A
署
名
認
定
機
関

に
よ
る
認
定
、
製
品
認
証
に

関
し
て
は
I
A
F
―
M
L
A

署
名
機
関
に
よ
る
認
定
を
受

け
る
か
相
互
評
価
（
ピ
ア
ア

セ
ス
メ
ン
ト
）
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
産
総
研
の

N
M
I
J
に
お
い
て
は　

製
（独）

品
評
価
技
術
基
盤
機
構
の
I

A
J
a
p
a
n
の
認
定
を
受

け
て
い
る
。

　

最
近
は
日
本
で
は
自
動
は

か
り
が
特
定
計
量
器
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
O
I

M
L
―
C
S
制
度
を
利
用
し

て
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー
に
よ

る
世
界
へ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

ア
ク
セ
ス
が
容
易
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

自
動
は
か
り
の
件
だ
け
で

は
な
く
、
こ
こ
数
年
に
国
内

に
お
い
て
法
定
計
量
に
関
す

る
重
要
な
動
き
が
あ
っ
た
。

適
合
性
評
価
活
動
の
受
け
入

れ
と
い
う
立
場
か
ら
は
、
型

式
試
験
に
お
け
る
I
A
J
a

p
a
n
に
よ
り
認
定
さ
れ
た

試
験
所
の
結
果
の
受
け
入
れ

や
指
定
検
定
機
関
へ
の
民
間

事
業
者
の
参
入
な
ど
は
注
目

す
る
べ
き
動
き
と
筆
者
は
考

え
て
い
る
。

◇

　

次
回
は
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

の
分
野
で
製
品
認
証
に
お
い

て
認
定
を
使
い
つ
つ
グ
ロ
ー

バ
ル
な
利
用
を
可
能
に
し
た

ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。

計量計測関連の最新・先端情報を発信
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3
、
技
術
開
発
に
係
る
事
業

　

5
G
と
A
I
I
o
T
等
の

（1）活
用
研
究

　

第
4
次
産
業
革
命
下
で
の

計
量
計
測
機
器
は
、
A
I
I

o
T
の
情
報
端
末
と
し
て
の

役
割
が
増
大
し
て
い
る
。

　

5
G
技
術
の
活
用
に
よ
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
事

例
や
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る

計
量
・
計
測
機
器
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
す
る
な
ど
し
て
会
員

企
業
の
市
場
拡
大
に
向
け
た

活
動
を
支
援
す
る
。

　

新
技
術
導
入
・
活
用
に
係

（2）る
セ
ミ
ナ
ー
講
演
等
の
開
催

　

多
様
化
す
る
計
量
計
測

ニ
ー
ズ
や
技
術
革
新
に
対
応

す
る
た
め
、
各
種
産
業
分
野

で
期
待
さ
れ
る
革
新
的
な
計

測
法
、
情
報
・
通
信
技
術
、

新
材
料
の
開
発
等
に
つ
い

て
、
新
技
術
導
入
・
活
用
研

究
会
を
開
催
し
、
会
員
企
業

の
新
製
品
・
技
術
開
発
に
資

す
る
。

　

今
年
度
は
、
前
年
度
に
引

き
続
き
「
最
新
の
セ
ン
シ
ン

グ
技
術
と
デ
バ
イ
ス
開
発
」

を
テ
ー
マ
に
6
回
の
研
究
会

を
開
催
す
る
。

　

技
術
の
伝
承
に
向
け
た
支

（3）援
事
業

　

昨
今
、
も
の
づ
く
り
産
業

の
課
題
と
な
っ
て
き
た
技

術
・
技
能
継
承
を
よ
り
円
滑

に
進
め
る
た
め
の
研
究
会
を

設
置
し
、
そ
の
手
順
に
つ
い

て
調
査
・
研
究
を
行
う
。

　

研
究
会
で
は
、
技
術
伝
承

に
必
要
と
な
る
「
技
術
伝
承

の
進
め
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
等

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
事
例
の
紹
介
、
ベ
テ
ラ
ン

従
業
員
が
持
つ
技
能
や
技
術

を
若
手
に
伝
承
す
る
手
順
、

方
法
の
調
査
研
究
を
行
い
、

会
員
企
業
に
お
け
る
技
術
伝

承
、
教
育
訓
練
の
強
化
に
資

す
る
。

　

製
品
・
技
術
開
発
の
た
め

（4）の
産
学
官
連
に
係
る
調
査
研

究
　

経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
む
中
、
企
業
間
の
競

争
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
。
競
争
力
強
化
の
た

め
に
独
自
の
技
術
や
製
品
を

持
つ
こ
と
、
付
帯
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の
た

め
、
以
下
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
行
い
、
員
企
業
の
技
術

開
発
に
資
す
る
。

①
理
工
系
大
学
、
研
究
機
関

等
が
所
有
す
る
計
量
計
測
に

係
る
研
究
内
容
、
成
果
、、
同

研
究
事
例
等
を
調
査
し
、
結

果
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
取
り

ま
と
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
公
開
す
る
。

②
大
学
、
研
究
機
関
等
を
訪

問
し
、
産
学
連
携
事
業
へ
の

取
り
組
み
、
共
同
研
究
等
の

実
施
例
や
成
果
に
つ
い
て
情

報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
研

究
者
と
交
流
す
る
。

③
I
N
T
E
R
M
E
A
S
U

R
E
展
の
「
ア
カ
デ
ミ
ア
プ

ラ
ザ
」
に
参
加
し
た
大
学
及

び
研
究
機
関
と
会
員
企
業
に

よ
る
継
続
的
な
研
究
交
流
を

行
う
。

　

計
量
器
校
正
技
術
に
関
す

（5）る
調
査
研
究

　

質
量
（
は
か
り
）、
ヒ
ペ
ッ

ト
（
液
体
微
量
体
積
計
）
の

校
正
・
検
査
技
術
に
係
る
研

究
会
が
実
施
す
る
「
新
た
な

計
量
標
準
の
供
給
技
術
の
開

発
」「
規
格
の
整
備
及
び
普

及
」
並
び
に
「
標
準
供
給
事

業
で
発
生
す
る
諸
問
題
の
解

決
」
を
支
援
す
る
。

4
、
規
格
の
作
成
と
普
及
に

係
る
事
業

　

国
際
法
定
計
量
機
関
（
O

（1）I
M
L
）
勧
告
審
議
調
査
及

び
規
格
の
策
定
と
普
及
活
動

　

取
引
・
証
明
に
用
い
る
計

量
器
の
国
際
規
格
で
あ
る
O

I
M
L
勧
告
と
国
内
規
格

（
J
I
S
等
）の
整
合
化
は
、

国
際
競
争
力
を
確
保
す
る
上

で
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
O
I
M
L
勧
告
に
対
す

る
国
内
意
見
の
集
約
を
行

い
、
関
連
す
る
国
際
会
議
に

積
極
的
に
出
席
し
意
見
反
映

に
努
め
る
。
国
内
意
見
を
集

約
す
る
た
め
、
対
応
国
内
委

員
会
を
設
置
・
運
営
し
、
委

員
及
び
関
係
者
向
け
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
最
新
情
報
の

発
信
を
行
う
。

　

ま
た
、
法
定
計
量
に
関
す

る
諸
外
国
の
最
新
の
規
制
動

計
工
連
が
第
9
回
総
会
開
催

2
0
2
0
年
度
事
業
計
画
書　
(2)

3
2
9
1
・
9
2
号
⑦
面
の
つ
づ
き

（第三種郵便物認可） 2020年（令和2年）6月28日（日）第3293・94号 （8）

向
及
び
製
品
規
格
内
容
の
調

査
を
行
い
、
会
員
向
け
の
説

明
会
を
開
催
す
る
。

　

国
際
標
準
化
機
構
（
I
S

（2）O
）
規
格
策
定
へ
の
参
画

　

I
S
O
国
内
審
議
団
体
と

し
て
、
以
下
の
技
術
委
員
会

及
び
小
委
員
会
で
日
本
意
見

を
取
り
ま
と
め
、
国
際
会
議

で
の
我
が
国
の
意
見
反
映
に

努
め
る
。
ま
た
関
係
諸
国
の

動
向
を
把
握
し
、
情
報
発
信

を
行
う
。

▽
T
C　

／
S
C
2
（
石
油

28

及
び
関
連
製
品
の
計
測
）

▽
T
C　

／
S
C
5
／
W
G

30

3
・
4
（
管
路
に
お
け
る
流

量
測
定
／
速
度
法
及
び
質
量

法
、
熱
式
質
量
流
量
計
、
コ

リ
オ
リ
式
質
量
流
量
計
）

▽
T
C　

／
S
C
7
（
管
路

30

に
お
け
る
流
量
測
定
／
水
道

メ
ー
タ
ー
を
含
む
体
積
計
）

　

J
I
S
化
に
関
す
る
調
査

（3）
　

次
の
J
I
S
規
格
に
つ
い

て
委
員
会
を
設
置
し
改
正
原

案
等
の
作
成
を
行
う
。

①
改
正
原
案
作
成
委
員
会

▽
J
I
S　

B
8
5
7
1
ガ

ス
メ
ー
タ
ー

▽
J
I
S　

B
7
6
1
2
質

量
計
用
ロ
ー
ド
セ
ル
（
J
I

S　

B
7
6
1
2
―
1
及
び

J
I
S　

B
7
6
1
2
―
2

の
統
合
）

②
J
I
S
制
定
に
向
け
た
事

前
協
議

▽
作
成
済
み
の
標
準
仕
様
書

（
T
S
）
の
燃
料
油
メ
ー

タ
ー
J
I
S
化
に
向
け
た
協

議
（
J
I
S　

B
8
5
7
2

―
1
―
2
―
3
―
4
燃
料
油

メ
ー
タ
ー
関
連
J
I
S
の
統

合
版
）

③
既
存
J
I
S
改
正
に
向
け

た
事
前
協
議

▽
J
I
S　

B
8
5
7
6
水

素
燃
料
計
量
シ
ス
テ
ム
の
改

定（
産
総
研
と
の
共
同
事
業
）

④
計
工
連
に
委
員
会
を
設
置

し
検
討
す
る
J
I
S

▽
J
I
S　

B
7
6
1
1
―

3
非
自
動
は
か
り（
お
も
り
・

分
銅
）
を
J
I
S　

B
7
6

0
9
へ
の
統
合

　

J
M
I
F
規
格
の
改
正

（4）
　

次
の
規
格
に
つ
い
て
統
廃

合
及
び
内
容
の
見
直
し
を
行

う
。

▽
J
M
I
F
0
0
3
レ
ベ
ル

計
の
分
類
・
名
称
・
定
義

▽
J
M
I
F
0
0
6
レ
ベ
ル

計
選
定
通
則

▽
J
M
I
F
0
0
8
レ
ベ
ル

計
一
般
仕
様
表
示
項
目

5
、
計
量
制
度
に
係
る
調
査

研
究
事
業

　

指
定
検
定
機
関
認
定
制
度

（1）へ
の
対
応

　

計
量
法
関
係
政
省
令
の
改

正
に
伴
い
指
定
検
定
機
関
認

定
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

同
制
度
の
指
定
に
必
要
な
情

報
提
供
を
行
い
、
関
係
会
員

が
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う

支
援
す
る
。
具
体
的
に
は
、

は
か
り
部
会
内
に
設
置
し
た

指
定
検
定
機
関
W
G
に
よ

り
、
業
界
意
見
要
望
等
の
取

り
ま
と
め
を
行
い
、
円
滑
な

指
定
に
つ
い
て
経
済
産
業
省

と
調
整
を
行
う
。
ま
た
、
指

定
検
定
機
関
の
要
件
に
つ
い

て
「
検
定
を
実
施
す
る
機
関

に
必
要
な
要
件
を
満
た
す
た

め
の
研
修
会
」
を
企
画
、
開

催
す
る

　

自
動
は
か
り
J
I
S
の
普

（2）及
活
動

　

自
動
は
か
り
が
計
量
法
の

特
定
計
量
器
に
追
加
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
本
会
で
は
自

動
捕
捉
式
は
か
り
、
充
填
用

自
動
は
か
り
、
ホ
ッ
パ
ー
ス

ケ
ー
ル
、
コ
ン
ベ
ヤ
ー
ス

ケ
ー
ル
の
4
機
種
に
つ
い

て
、
構
造
・
技
術
要
件
を
J

I
S
に
取
り
ま
と
め
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の
J
I
S
の
周

知
・
普
及
を
図
る
た
め
、
検

定
で
使
用
す
る
規
定
要
件
、

検
査
基
準
及
び
検
査
方
法
等

の
解
説
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。

　

自
動
捕
式
は
か
り
の
検
定

（3）疑
似
材
料
の
開
発
作
成
に
係

る
検
討

　

自
動
捕
捉
式
は
か
り
の
型

式
承
認
及
び
検
定
に
お
い
て

は
、
実
材
料
に
よ
る
試
験
が

原
則
と
な
っ
て
い
る
が
、
実

材
料
を
使
用
で
き
な
い
場
合

は
適
切
な
擬
似
材
料
を
用
い

る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、
は
か
り
技
術
委

員
会
で
会
員
企
業
が
利
用
可

能
な
検
定
用
、
通
疑
似
材
料

の
作
成
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
。

6
、
高
度
化
に
係
る
事
業

　

セ
ミ
ナ
ー
講
演
等
を
通
じ

（1）た
研
修
事
業
の
拡
大

　

以
下
に
示
す
各
種
セ
ミ

ナ
ー
、
研
修
及
び
講
演
会
事

業
を
通
じ
会
員
各
社
の
労
務

対
策
、
人
材
育
成
及
び
基
礎

技
術
力
強
化
活
動
を
支
援
す

る
。

▽
経
営
・
人
事
管
理
、
人
材

育
成
策
等
の
研
究
セ
ミ
ナ
ー

▽
グ
ロ
ー
バ
ル
環
境
に
対
応

す
る
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

▽
輸
出
手
続
き
等
に
係
る
勉

強
会

▽
中
堅
・
若
手
社
員
を
対
象

と
し
た
、
は
か
り
流
量
計
、

レ
ベ
ル
計
等
に
係
る
技
術
講

習
会

▽
計
量
法
解
説
講
習
会

▽
新
規
又
は
改
訂
J
I
S
解

説
の
た
め
の
講
習
会

▽
国
際
規
格
関
連
（
O
I
M

L
、I
S
O
）解
説
セ
ミ
ナ
ー

　

人
材
確
保
に
係
る
合
社
説

（2）明
の
開
催

　

当
業
界
へ
就
職
を
希
望
す

る
理
工
系
学
生
へ
の
業
界
P

R
優
秀
な
人
材
確
保
を
目
的

と
し
た
会
員
に
よ
る
合
同
会

社
説
明
会
、
大
学
で
の
企
業

説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
し

て
各
社
の
採
用
活
動
支
援
に

資
す
る
。

　

ま
た
、
将
来
の
人
材
・
人

手
不
足
が
心
配
さ
れ
る
中
、

中
途
採
用
者
、
外
国
人
人
材

の
活
用
に
つ
い
て
も
研
究
を

行
う
。

　

諸
外
国
の
法
定
計
量
制
度

（3）に
係
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡

充
　

会
員
企
業
の
海
外
市
場
開

拓
を
支
援
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
に
中
国
、
米
国
等
1
3

7
か
国
、
地
域
の
法
定
計
量

制
度
に
係
る
情
報
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
取
り
ま
と
め
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
き
て

い
る
。
今
年
度
は
、
E
U
の

計
量
規
制
と
技
術
基
準
に
つ

い
て
調
査
す
る
。
ま
た
、
我

が
国
の
法
定
計
量
制
度
（
適

合
性
評
価
法
等
）を
紹
介
し
、

生
産
品
の
高
品
質
を
ア
ヒ
ー

ル
す
る
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
項
目

▽
計
量
法
及
び
実
施
細
則
等

▽
輸
入
計
量
器
に
係
る
規
制

内
容

▽
型
式
承
認
又
は
検
定
に
関

す
る
情
報

▽
法
定
計
量
及
び
型
式
承

認
、
計
量
標
準
に
係
る
関
係

機
関
、
問
い
合
わ
せ
先

▽
当
該
国
に
係
る
そ
の
他
資

料7
、
国
際
力
・
交
流
に
係
る

事
業

　

第　

回
日
中
計
量
定
期
議

（1）

16

の
開
（
東
京
）

　

日
中
計
量
定
期
協
議
会
は

隔
年
に
双
方
の
地
で
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
2
0
2
0

年
度
は
日
本
で
の
開
催
年
と

な
る
こ
と
か
ら
、
中
国
代
表

団
を
東
京
に
迎
え
開
催
す

る
。
計
量
分
野
に
係
る
協
力

事
業
等
に
つ
い
て
協
議
し
、

こ
れ
を
実
施
し
て
両
国
の
計

量
業
界
の
発
展
に
資
す
る
こ

と
と
す
る
。

開
催
時
期
：
2
0
2
0
年　
11

月場
所
：
東
京

　

I
C
G
力
事
業

（2）
　

本
会
及
び
C
E
C
I
P

（
欧
州
は
か
り
工
業
会
）、C

W
I
A
（
中
国
衡
器
協
会
）、

S
M
A
（
米
国
は
か
り
製
造

事
業
者
協
会
）
の
4
団
体
に

お
け
る
交
流
事
業
を
行
う
。

I
C
G
東
京
会
議
開
催

開
催
時
期
：
2
0
2
1
年
2

月　

日
～　

日

16

18

場
所
：
東
京

検
討
項
目
：
①
は
か
り
生
産

統
計
デ
ー
タ
の
定
期
的
交
換

に
む
け
た
準
備
、
②
O
I
M

L
等
の
技
術
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

に
対
す
る
情
報
交
換
、
③
4

団
体
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
つ

い
て
、
④
法
定
計
量
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
へ
の
協
力

（
次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
）

出
前
教
室
を
実
施
中
（
つ
づ
き
）

　

授
業
の
内
訳
は
「
い
ろ
ん

な
温
度
を
は
か
ろ
う
」　

ク
10

ラ
ス
、「
棒
は
か
り
を
つ
く
ろ

う
」
6
ク
ラ
ス
、「
売
っ
て
い

る
物
の
重
さ
調
べ
」
3
ク
ラ

ス
、「
計
量
単
位
の
は
な
し
」

が
2
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
先
生
の
約
8
割
が
「
全

体
の
内
容
が
良
か
っ
た
」、児

童
の
約
8
割
が
「
面
白
か
っ

た
」
と
好
評
で
あ
っ
た
。

　

先
生
の
感
想
で
は
、「
実
際

に
手
を
使
っ
て
試
行
錯
誤
を

重
ね
な
が
ら
は
か
り
を
作
成

で
き
た
の
が
と
て
も
良
か
っ

た
」「
実
際
に
計
量
し
て
、
正

確
に
量
る
と
い
う
計
量
の
大

切
さ
を
学
べ
た
と
思
う
」「
理

科
と
算
数
の
学
習
と
リ
ン
ク

で
き
て
、
期
待
以
上
の
授
業

で
し
た
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

児
童
か
ら
は「
一
切
電
気
を

使
っ
て
い
な
い
の
に
、正
確
に

は
か
れ
る
は
か
り
が
作
れ
て

び
っ
く
り
。電
気
を
使
わ
ず
に

工
夫
し
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の

を
は
か
っ
て
み
た
い
と
感
じ

た
」（
6
年
）「
朝
起
き
て
か
ら

夜
寝
る
ま
で
ず
っ
と
計
量
が

関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
」（
4
年
）「
私
は
、
こ

の
授
業
で
い
ろ
い
ろ
な
単
位

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
授
業
を
受
け
た
い

で
す
」（
4
年
）「
氷
水
や
温
槽

に
入
れ
る
と
温
度
計
の
赤
い

液
体
ß
が
生
き
物
の
よ
う
に

動
く
の
に
び
っ
く
り
」（
5
年
）

な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
が
あ
る
た
め
、
今
年

度
前
半
の
教
室
は
休
止
し
、
秋
以

降
に
状
況
を
判
断
し
て
実
施
す

る
予
定
と
し
て
い
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
東
京
都

計
量
検
定
所
管
理
指
導
課
企

画
調
整
担
当
＝
〒
1
3
6
―

0
0
7
5
、
江
東
区
新
砂
3

―
3
―　

、
電
話
0
3
―
5

41

6
1
7
―
6
6
4
3

（
と
う
き
ょ
う
の
計
量
④
面
の
つ
づ
き
）

■
夏
の
イ
ベ
ン
ト
中
止

　

都
計
量
検
定
所
は
計
量
制

度
の
普
及
啓
発
事
業
の
一
環

と
し
て
、
毎
年
夏
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
「
親
子
は
か
り
教

室
」
と
「
計
量
展
示
室
の
特

別
展
示
」
を
実
施
し
て
き
た

が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
開
催
を
見
送
る
。




